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未来に向かって環境のトータルアドバイザー
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「 」 、静岡県盛土等の規制に関する条例 が

。令和4年7月1日に施行されました

土砂等を排出する者土木工事施工業者などは 下( ) 、

記調査方法にて搬入する前に搬入土砂等の汚染の

。おそれの有無を確認する必要があります

土壌分析についてのお問い合わせは下記担当者まで
分析部 池田博一、入野一人

富士市本市場422の１ TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654
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①土地の利用状況等の調査

この調査は 搬入土砂等の発生場所の土地の利用状況等の履歴を調査し その、 、

。土地の土砂基準物質による汚染について確認するために行うものです

具体的には下記1)～3)の内容について 土砂等発生場所における過去の土地利、

用状況調査を行い 汚染のおそれなし 汚染のおそれ少ない 汚染のおそれが、 」「 」「「 ・ ・

」 。比較的多い を判断します

1)有害物質の製造 使用又は処理の状況、

2)土壌又は地下水の特定有害物質による汚染の概況

3)その他の調査対象地における土砂基準物質による汚染について

これら過去の土地利用状況を証明するために 次のような資料等が必要となり、

。ます

I)登記事項証明書による過去の地目の確認

Ⅱ)国土地理院が公表している航空写真から過去の利用状況の確認

Ⅲ)土地所有者等からのヒアリングによる利用状況の確認

Ⅳ)水質汚濁防止法、ダイオキシン類対策特別措置法等の届出状況の確認

Ⅴ)I)～Ⅳ)以外、県が判断のために必要とされる資料等

汚染のおそれ判断
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②搬入土砂等の分析調査

①土地の利用状況等の調査結果 において 汚染が存在するおそれが少ないと認「 」 「、

められる土地 及び 汚染が存在するおそれが比較的多いと認められる土地 に分類さ」 「 」

れた場合は 土地の利用状況等の調査において使用が認められた土砂基準物質につい、

、 。て 以下の方法にて分析調査を実施します

、 、「 」分析調査の結果 土砂基準に適合している場合は 汚染のおそれがないことの確認

。ができたと見なすことができます

<分析調査方法>
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③土地の利用状況等の調査を行わず 直接分析調査を実施、

すべての土砂基準物質について 下記 直接分析調査の方法 に基づき調査を実施し、 「 」

。てください

分析調査の結果 土砂基準に適合している場合には 汚染のおそれがないことの確、 「、

」 。認 ができたと見なすことができます

<直接分析調査方法>

【参考】土砂基準別表第１の対象物質一覧( )
物 質 の 種 類 土壌溶出量試験 土壌含有量試験

クロロエチレン 〇

四塩化炭素 〇

1,2-ジクロロエタン 〇

1,1-ジクロロエチレン 〇

1,2-ジクロロエチレン 〇

1,3-ジクロロプロペン 〇

ジクロロメタン 〇

テトラクロロエチレン 〇

1,1,1-トリクロロエタン 〇

1,1,2-トリクロロエタン 〇

トリクロロエチレン 〇

ベンゼン 〇

カドミウム及びその化合物 〇 〇

六価クロム化合物 〇 〇

シアン化合物 〇 〇

水銀及びその化合物 〇 〇

セレン及びその化合物 〇 〇

鉛及びその化合物 〇 〇

ひ素及びその化合物 〇 〇

ふっ素及びその化合物 〇 〇

ほう素及びその化合物 〇 〇

シマジン 〇

チオベンカルブ 〇

チウラム 〇

ポリ塩化ビフェニル(PCB) 〇

有機りん化合物 〇

銅 〇
(※)

1,4-ジオキサン 〇

ダイオキシン類 〇

、 。(※)銅は盛土を行った後 田として利用する場合のみ調査が必要です


